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議会だよりはこのコード
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主    

な    

内    
容

12月定例会のあらまし
各会派討論の内容（11/26分）
常任委員会の審査報告
各会派討論の内容（12/25分）
議案の採決結果
一般質問
３月定例会予定
市議会基本条例と実行計画の検証
わがまちトークの予定
請願
決議・意見書
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Maizuru City Council News Letter
内    
容

令和２年度一般会計補正予算など議案
29件を可決・同意

議

令和２年度 般会計補正予算など議案
29件を可決・同意29件を可決・同意
「高浜発電所1、2号機の再稼働に関する
請願」を採択

議
か

「高浜発電所1、2号機の再稼働に関する
請願」を採択請願」を採択
「高浜発電所1、2号機の再稼働に関する
決議・意見書」を可決

（令和3年 舞鶴市消防出初式より）（令和3年 舞鶴市消防出初式より）

決意を新たに
地域の安全・安心を願って

ONE
POINT



12月定例会のあらまし
令和2年度一般会計補正予算を可決令和2年度一般会計補正予算を可決令和2年度一般会計補正予算を可決
●新型コロナウイルス感染症対策関連補正
子育て世帯への臨時特別給付金給付事業費、新型コロナウイルス感染症
対策まいづる冬グルメキャンペーン事業費補助金など総額2億1608万円
（新規・拡大事業分）

●障害者共同生活援助給付金、農村移住・交流促進事業費、企業誘致実現
プロジェクト事業費、橋りょう長寿命化事業費など、総額3億9887万円

●新型コロナウイルス感染症対策関連補正
子育て世帯への臨時特別給付金給付事業費、新型コロナウイルス感染症
対策まいづる冬グルメキャンペーン事業費補助金など総額2億1608万円
（新規・拡大事業分）

●障害者共同生活援助給付金、農村移住・交流促進事業費、企業誘致実現
プロジェクト事業費、橋りょう長寿命化事業費など、総額3億9887万円

令和２年舞鶴市議会12月定例会は11月26日に開会。12月25日までの30日間開催し、
市長から提案された令和２年度一般会計補正予算のほか、条例の一部改正などの25議案を審議し、
いずれも原案のとおり可決・同意しました。また、議員提案の条例の一部改正2件、決議1件
および意見書１件を可決するとともに、請願４件中1件を採択、3件を不採択としました。

Ｑ

段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
の

現
有
数
と
今
後
の
整
備
目

標
や
配
置
計
画
は
。

Ａ　
９
月
補
正
予
算
に
よ

り
１
０
０
基
を
購
入
し
自

主
避
難
所
と
拠
点
避
難
所

の
計
25
カ
所
に
配
置
。
今

回
さ
ら
に
１
０
０
基
を
購

入
し
合
計
２
０
０
基
で
準

拠
点
避
難
所
を
は
じ
め
配

置
等
を
検
討
し
運
用
す
る
。

Ｑ

接
種
の
優
先
順
位
は
。

Ａ　
国
の
基
本
的
方
針
案

で
は
、
医
療
従
事
者
等
、

高
齢
者
、
基
礎
疾
患
の
あ

る
方
の
順
。

Ｑ　
中
筋
放
課
後
児
童
第

３
ク
ラ
ブ
の
空
調
設
備
改

修
の
概
要
は
。

Ａ　
適
切
な
室
温
管
理
と

併
せ
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策

と
し
て
、
換
気
機
能
を
備

え
た
空
調
設
備
に
改
修
す
る
。

予
算
決
算
委
員
会
の
主
な

審
査
内
容
（
11
月
26
日
分
）

指
定
避
難
所
等
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防
止

対
策
経
費

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
体
制
確
保
事
業

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
整
備
事
業

令
和
２
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
８
号
）

常
任
委
員
会
の
主
な
審
査
内
容

全
議
案
に
賛
成
す
る
。

　

令
和
２
年
度
舞
鶴
市
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
８

号
）
に
つ
い
て
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
関
連
の
補
正
予
算
と

し
て
、
重
要
な
整
備
や
支

援
事
業
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
評
価
す
る
。

　
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
確

保
事
業
」
に
お
い
て
は
、

ワ
ク
チ
ン
が
供
給
さ
れ
た

際
に
、
速
や
か
に
接
種
が

実
施
で
き
る
た
め
の
体
制

づ
く
り
で
あ
る
こ
と
か
ら

市
民
へ
の
正
確
な
情
報
等

の
伝
達
を
期
待
す
る
。

　
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
ま
い
づ
る

冬
グ
ル
メ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

事
業
費
補
助
」
に
お
い
て

は
、
ク
ー
ポ
ン
発
行
に
よ

り
、
舞
鶴
さ
か
な
提
供
店

等
の
販
売
促
進
が
期
待
で

き
る
ほ
か
、
舞
鶴
か
に
、

京
鰆
等
の
需
要
増
、
魚
価

の
安
定
に
つ
な
が
る
も
の

と
期
待
と
感
謝
を
す
る
。

　
「
指
定
避
難
所
等
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

防
止
対
策
経
費
」
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
に

有
効
な
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
、

間
仕
切
り
、
衛
生
環
境
を

保
つ
た
め
の
備
蓄
・
整
備

を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
も

の
で
あ
り
、
賛
成
す
る
。

全
議
案
に
賛
成
す
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対

策
に
関
連
し
、
早
急
な
審

査
が
必
要
と
判
断
し
提
案

さ
れ
た
令
和
２
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
８
号
）

に
つ
い
て
は
、
議
会
費
と

総
務
費
に
お
い
て
、
議
事

環
境
お
よ
び
オ
ン
ラ
イ
ン

会
議
環
境
の
整
備
や
、
モ

バ
イ
ル
パ
ソ
コ
ン
等
の
導

入
が
計
上
。
こ
れ
ら
は
、

コ
ロ
ナ
禍
で
も
地
方
自
治

体
の
原
則
「
住
民
自
治
と

団
体
自
治
」
を
機
能
さ
せ

る
た
め
、
執
行
機
関
の
提

案
と
議
会
が
持
つ
意
思
決

定
・
監
視
機
能
の
発
揮
に

必
要
不
可
欠
で
あ
り
賛
成

す
る
。
衛
生
費
で
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
供
給

が
可
能
に
な
っ
た
場
合
に

備
え
、
市
民
全
員
を
想
定

し
、
速
や
か
に
接
種
が
行

え
る
よ
う
、
必
要
な
体
制

を
構
築
す
る
も
の
で
、
市

民
の
命
を
最
優
先
と
さ
れ

て
お
り
賛
成
す
る
。
商
工

費
で
は
、
既
存
の
「
緊
急

特
別
対
策
利
子
補
給
金
」

を
、
今
後
も
引
き
続
き
活

用
い
た
だ
く
た
め
の
対
応

で
あ
り
賛
成
す
る
。
新
型

コ
ロ
ナ
に
対
応
す
る
予
算

は
、
今
後
と
も
、
市
民

ニ
ー
ズ
に
対
し
適
切
な
事

業
を
執
行
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
、
賛
成
す
る
。

新型コロナ感染症
対策事業を評価

松 田 弘 幸
公明党議員団

討論討論

事業内容を含め
早急な提案自体を評価

眞 下 隆 史
新政クラブ議員団

討論討論

2令和3年1月31日



提
案
さ
れ
た
３
議
案
の

う
ち
、
１
議
案
に
反
対
。

残
る
２
議
案
に
賛
成
。

　

反
対
す
る
議
案
は
、
本

市
約
８
０
０
名
の
職
員
の

一
時
金
を
１
０
０
分
の
５

月
減
額
す
る
議
案
。
市
内

５
３
０
０
名
を
超
え
る
各

種
公
務
員
に
も
直
接
影
響

す
る
。
地
域
経
済
へ
の
影

響
は
大
き
い
。
市
職
員
の

約
半
数
を
占
め
る
会
計
任

用
職
員
へ
の
一
時
金
減
額

は
実
施
す
べ
き
で
な
い
こ

と
か
ら
反
対
す
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の

収
束
が
見
通
せ
な
い
中
、

市
民
の
暮
ら
し
と
営
業
は

深
刻
。
そ
の
よ
う
な
中
、

「
ま
い
づ
る
冬
ぐ
る
め
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
事
業
費
補
助
」「
緊

急
特
別
対
策
利
子
補
給
金

基
金
積
立
金
」
は
、
市
内

業
者
へ
の
大
き
な
支
援
。

中
小
事
業
所
が
経
済
の
主

役
で
あ
る
地
方
自
治
体
で

は「
雇
用
と
営
業
の
継
続
、

一
つ
も
つ
ぶ
さ
な
い
」
の

覚
悟
で
、
具
体
的
な
行
政

施
策
が
必
要
。
国
に
「
事

業
継
続
緊
急
支
援
金
」
の

第
２
、
第
３
の
支
給
を
要

望
す
る
と
同
時
に
、
年
末

年
始
の
営
業
と
暮
ら
し
を

守
る
た
め
に「
暮
ら
し
と

営
業
の
資
金
繰
り
な
ど
相

談
窓
口
」
設
置
を
求
め
、

２
議
案
に
賛
成
す
る
。

全
議
案
に
賛
成
す
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
と
し
て
、
議

会
費
に
お
い
て
は
、
感
染

症
拡
大
と
い
っ
た
不
測
の

事
態
に
お
い
て
も
「
議
事

公
開
の
原
則
」
を
確
保
す

る
た
め
、
映
像
配
信
設
備

の
機
能
強
化
を
図
り
、
審

議
の「
見
え
る
化
」と「
新

し
い
生
活
様
式
」
を
踏
ま

え
た
議
事
堂
機
能
を
確
保

す
る
と
と
も
に
、
議
員
が

参
集
困
難
で
あ
っ
て
も
、

議
事
機
関
と
し
て
の
機
能

を
確
保
す
る
た
め
、
オ
ン

ラ
イ
ン
会
議
の
環
境
を
整

備
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ

る
。

　

衛
生
費
に
お
け
る
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
体
制
確
保
事

業
」
は
、
今
後
、
国
に
お

い
て
ワ
ク
チ
ン
供
給
が
可

能
と
な
っ
た
際
、
円
滑
に

接
種
が
行
え
る
よ
う
、
あ

ら
か
じ
め
必
要
な
体
制
を

整
備
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
市
民
の
生
命
・

健
康
を
損
な
う
リ
ス
ク
の

軽
減
や
医
療
へ
の
負
荷
低

減
、
さ
ら
に
は
社
会
経
済

の
安
定
に
寄
与
す
る
こ
と

が
期
待
で
き
る
と
と
も

に
、
市
民
の
安
心
感
の
醸

成
に
大
き
く
寄
与
す
る
も

の
で
あ
り
、
高
く
評
価
す

る
。

「相談窓口」設置し
営業と暮らし支援を

小 西 洋 一
日本共産党議員団

新型コロナウイルス
感染症対策を評価

伊 藤 清 美
創政クラブ議員団

討論討論

全
議
案
に
賛
成
す
る
。

　

令
和
２
年
度
舞
鶴
市
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
８

号
）
の
主
な
財
源
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
等
で
あ
る
。
こ
の
交

付
金
は
、
緊
急
経
済
対
策

へ
の
対
応
に
期
待
が
寄
せ

ら
れ
、
地
方
公
共
団
体

が
、
地
域
の
実
情
に
応
じ

て
き
め
細
や
か
に
必
要
な

事
業
が
実
施
で
き
る
よ
う

実
施
計
画
に
基
づ
く
事
業

に
要
す
る
費
用
に
対
し
、

国
が
交
付
金
を
交
付
す
る

も
の
で
あ
る
。
こ
の
交
付

金
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
拡
大
防
止
や
感
染

拡
大
の
影
響
を
受
け
て
い

る
地
域
経
済
、
住
民
生
活

へ
の
支
援
、
家
賃
支
援
を

含
む
事
業
継
続
や
雇
用
維

持
等
へ
の
対
応
、
新
し
い

生
活
様
式
を
踏
ま
え
た
地

域
経
済
の
活
性
化
を
通
じ

た
地
方
創
生
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
交
付
さ
れ
て
い

る
。
市
民
の
安
全
安
心
を

推
進
す
る
市
の
実
施
計
画

を
評
価
す
る
も
の
で
あ

り
、
こ
の
議
案
を
承
認
す

る
。
市
職
員
の
給
与
、
市

長
お
よ
び
副
市
長
、
教
育

長
の
給
与
等
に
関
す
る
支

給
率
を
改
め
る
条
例
の
一

部
改
正
は
、
国
の
動
向
、

社
会
情
勢
に
準
じ
た
適
正

な
改
正
と
理
解
す
る
。

緊急経済対策の
補正予算を承認

田 村 優 樹
会派に所属しない議員

討論討論

予
算
決
算
委
員
会
の
主
な

審
査
内
容

Ｑ　
工
法
の
変
更
延
長
は
。

ま
た
、原
因
と
な
っ
た
地
下

水
の
湧
出
は
、設
計
段
階
で

予
測
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

Ａ　
変
更
延
長
は
２
７
６

ｍ
。
事
前
の
ボ
ー
リ
ン
グ

調
査
で
地
下
水
の
有
無
は

把
握
し
て
い
た
が
、
正
確

な
箇
所
や
深
さ
は
予
測
で

き
な
か
っ
た
。

次
期
最
終
処
分
場
整
備

事
業（
債
務
負
担
行
為
）

Ｑ　
移
住
促
進
に
加
え
て

農
業
の
担
い
手
育
成
も
事

業
の
目
的
に
含
ま
れ
る
の

か
。

Ａ　
移
住
さ
れ
た
方
が
、

移
住
を
契
機
に
農
業
に
従

事
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
多
く
、

担
い
手
支
援
や
農
村
振
興

に
も
寄
与
す
る
内
容
と
考

え
て
い
る
。

Ｑ　
通
行
止
め
と
な
っ
て

い
る
舞
鶴
ク
レ
イ
ン
ブ

リ
ッ
ジ
の
再
開
予
定
は
。

Ａ　
現
在
、
支
承
損
傷
の

原
因
調
査
中
で
あ
り
、
通

行
の
目
途
は
未
定
。
早
期

復
旧
を
図
り
た
い
。

橋
り
ょ
う
長
寿
命
化
事
業

Ｑ　
新
た
な
積
立
金
の
使

途
は
。

Ａ　
小
中
学
校
の
給
食
調

理
業
務
の
委
託
経
費
、
小

学
校
の
栄
養
士
や
中
学
校

の
配
膳
員
の
人
件
費
な
ど

に
充
て
る
。

学
校
給
食
運
営
基
金

積
立
金

令
和
２
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
９
号
）

農
村
移
住
・
交
流
促
進
事
業

Ｑ

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

金
が
前
年
に
比
べ
て
大
き

ふ
る
さ
と
応
援
推
進
事
業

3 まいづる市議会だよりNo.173

「相談窓口」設置し

常任委員会の審査報告本会議において付託された議案は、福祉健康委員会１件、市民文教委員会４件、産業建設委員会４件、
総務消防委員会４件、予算決算委員会６件であり、それぞれの委員会で審査しました。 委員会の審査報告

討　論令和２年11月26日の本会議初日において、新型コロナ対策関連など、早期対応が必要な議案について、即日審議し、討論を行いました。



く
増
加
し
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
評

価
し
て
い
る
か
。

Ａ　
本
年
度
か
ら
ふ
る
さ

と
納
税
の
事
務
代
行
業
務

を
地
元
の
合
同
会
社
に
委

託
し
て
お
り
、
地
域
産
業

に
精
通
し
た
同
社
の
取
り

組
み
に
よ
っ
て
、
魅
力
あ

る
返
礼
品
が
増
え
る
と
と

も
に
、
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

の
追
加
に
よ
る
発
信
力
の

向
上
等
が
図
ら
れ
、
増
加

し
た
も
の
と
考
え
る
。

Ｑ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
用
い
、
病
院
を
受
診

す
る
メ
リ
ッ
ト
は
。

Ａ　
引
っ
越
し
や
職
場
の

変
更
時
、
健
康
保
険
証
の

発
行
を
待
た
ず
に
受
診
が

可
能
。
薬
剤
情
報
、
特
定

健
診
の
結
果
を
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
に
て
確
認
が
可

能
。
入
院
等
高
額
療
養
費

の
適
用
時
、
限
度
額
適
用

認
定
証
の
提
出
が
不
要
。

Ｑ

登
録
可
能
な
場
所
は
。

Ａ　
市
役
所
の
マ
イ
ナ
ポ

イ
ン
ト
支
援
窓
口
の
ほ
か
、

読
取
端
末
機
設
置
の
医
療

機
関
、
コ
ン
ビ
ニ
を
予
定
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

活
用
し
た「
オ
ン
ラ
イ
ン

資
格
確
認
」シ
ス
テ
ム
導
入

令
和
２
年
度
病
院
事
業

会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　

地
方
税
法
の
改
正
に
よ

る
市
税
に
係
る
延
滞
金
の

割
合
等
の
特
例
の
見
直
し

に
準
じ
、
国
民
健
康
保
険

料
等
に
係
る
延
滞
金
の
割

合
の
特
例
に
係
る
文
言
を

整
理
す
る
も
の
。

　

市
窓
口
に
設
置
の
端
末

機
で
個
人
番
号
カ
ー
ド
を

使
い
、
印
鑑
登
録
証
明
の

申
請
を
可
能
に
す
る
た
め
、

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

Ｑ

交
付
手
数
料
は
幾
ら

か
。
ま
た
、
カ
ー
ド
の
暗

証
番
号
を
忘
れ
た
場
合
は
、

ど
う
す
る
の
か
。

Ａ

手
数
料
は
３
０
０
円
。

暗
証
番
号
を
忘
れ
た
場
合

は
、
窓
口
で
初
期
状
態
に

戻
し
て
再
設
定
す
る
。

印
鑑
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
制
定

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
係
る
防
疫
等
の

業
務
に
従
事
し
た
場
合
の

手
当
て
の
特
例
を
定
め
る

な
ど
の
改
正
を
行
う
も
の
。

Ｑ

こ
の
条
例
で
対
象
と

な
る
職
員
の
範
囲
は
。

Ａ

消
防
職
員
や
保
健
師

な
ど
、
全
て
の
職
員
が
対

象
と
な
る
が
、
対
象
業
務

は
、
国
か
ら
の
技
術
的
助

言
を
踏
ま
え
て
別
途
定
め

る
も
の
と
な
る
。

職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

世
代
を
超
え
た
幅
広
い

交
流
や
社
会
活
動
へ
の
参

加
を
促
す
た
め
、
多
世
代

交
流
施
設
を
設
置
す
る
こ

と
と
し
、
そ
れ
に
必
要
な

条
例
を
定
め
る
も
の
。

Ｑ

新
た
に
取
り
組
む
具

体
的
事
業
内
容
は
。

Ａ

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
、自

宅
か
ら
受
講
で
き
る
リ
モ
ー

ト
講
座
や
他
の
６
公
民
館

と
連
動
し
た
地
域
の
魅
力

を
発
信
す
る
事
業
を
行
う
。

市
民
文
教
委
員
会
の

主
な
審
査
内
容

多
世
代
交
流
施
設

条
例
制
定

福
祉
健
康
委
員
会
の

主
な
審
査
内
容

国
民
健
康
保
険
条
例
等

の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
制
定
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
を
受
け
、経

営
が
悪
化
し
て
い
る
中
小

企
業
に
対
し
交
付
す
る
利

子
補
給
金
の
財
源
に
充
て

る
た
め
の
基
金
設
置
に
係

る
条
例
を
制
定
す
る
も
の
。

産
業
建
設
委
員
会
の

主
な
審
査
内
容

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
緊
急
特
別
対
策

利
子
補
給
金
基
金
条
例

制
定

　

社
会
環
境
の
変
化
に
伴

う
退
団
等
に
対
応
す
る
た

め
の
休
団
制
度
の
導
入
と
、

多
様
化
す
る
消
防
団
の
出

動
に
対
応
す
る
た
め
の
出

動
手
当
の
項
目
の
追
加
等

を
行
う
も
の
。

Ｑ

消
防
団
長
の
意
見
は

聞
い
た
の
か
。

Ａ

消
防
団
長
会
議
に
お

い
て
複
数
回
協
議
し
て
お

り
、
有
効
な
手
立
て
で
あ

る
た
め
制
度
化
し
て
ほ
し

い
と
の
意
見
で
あ
っ
た
。

総
務
消
防
委
員
会
の

主
な
審
査
内
容

消
防
団
条
例
の
一
部
改
正

常
任
委
員
会
の
主
な
審
査
内
容

常
任
委
員
会
の
主
な
審
査
内
容

全
議
案
に
賛
成
す
る
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
９
号
）の
主
な
事
業
は
、

ふ
る
さ
と
応
援
推
進
事
業
、

障
害
者
共
同
生
活
援
助
給

付
、
農
村
移
住
・
交
流
促

進
事
業
、
府
営
土
地
改
良

事
業
、
企
業
誘
致
実
現
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
な
ど
事

業
拡
大
の
た
め
の
増
額
補

正
で
あ
り
評
価
す
る
。
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
利
用

環
境
整
備
事
業
は
、
円
滑

な
カ
ー
ド
取
得
の
た
め
の

窓
口
体
制
の
強
化
で
あ

り
、
今
後
の
取
得
率
向
上

に
向
け
た
積
極
的
な
取
り

組
み
を
要
望
す
る
。
橋

り
ょ
う
長
寿
命
化
事
業
は
、

舞
鶴
ク
レ
イ
ン
ブ
リ
ッ
ジ

の
支
承
部
の
損
傷
に
係
る

復
旧
工
事
で
あ
り
、
損
傷

部
分
の
調
査
・
原
因
究
明

に
よ
る
早
期
の
復
旧
と
、

迂
回
路
の
安
全
対
策
を
要

望
す
る
。
ま
た
、
予
算
措

置
で
は
、
国
等
と
よ
く
連

携
し
た
財
源
確
保
に
努
め

る
よ
う
要
望
す
る
。
文
庫

山
学
園
が
、
旧
市
民
病
院

跡
地
に
東
公
民
館
と
と
も

に
「
多
世
代
交
流
施
設
」

と
し
て
機
能
移
転
す
る
こ

と
に
関
し
、
全
て
の
公
民

館
で
、
高
齢
者
の
生
涯
学

習
・
健
康
増
進
の
場
と
し

て
の
機
能
を
高
め
て
い
た

だ
く
よ
う
要
望
す
る
。

身近な行政サービス
向上の取り組みを

小 谷 繁 雄
公明党議員団

討論討論

4令和3年1月31日

託に組るも

4令和3年1月31日

常任委員会の審査報告本会議において付託された議案は、福祉健康委員会１件、市民文教委員会４件、産業建設委員会４件、
総務消防委員会４件、予算決算委員会６件であり、それぞれの委員会で審査しました。

く
増
加

つ
い
て

価
し
て

Ａ

本

と
納
税

を
地
元

くつ価Ａとを

4和3年1月31日

委員会の審査報告
討　論令和2年12月25日の最終本会議において、提案された議案に対して討論をしました。



全
議
案
に
賛
成
す
る
。

12
月
定
例
会
に
上
程
さ

れ
た
一
般
会
計
補
正
予
算

は
、
地
域
経
済
の
活
性
化

や
雇
用
の
拡
大
を
図
る
事

業
費
、
農
村
地
域
の
活
性

化
を
図
る
事
業
費
、
障
害

者
支
援
法
に
基
づ
く
障
害

者
の
自
立
し
た
生
活
を
支

援
す
る
事
業
費
や
、
本
市

に
と
っ
て
重
要
な
産
業
道

路
で
あ
り
、
ま
た
地
域
の

皆
さ
ま
に
と
っ
て
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
舞
鶴
ク

レ
イ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
が
早
期

に
復
旧
す
る
た
め
の
事
業

費
な
ど
で
あ
る
。
収
束
の

見
え
な
い
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
、
当
初
予
算
で
計
画

さ
れ
て
い
た
事
業
等
が
中

止
や
延
期
に
よ
り
実
施
で

き
な
い
中
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ

ナ
、
ビ
ヨ
ン
ド
コ
ロ
ナ
社

会
を
見
据
え
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

活
用
し
た
環
境
整
備
や
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
体
制
確
保
事

業
、
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
、

ま
い
づ
る
冬
グ
ル
メ
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
事
業
費
補
助
な

ど
、
ま
ち
を
元
気
づ
け
る

施
策
、
ま
た
、
市
民
の
安

全
を
守
る
た
め
の
対
策
な

ど
、
実
施
可
能
な
事
業
を

着
実
に
展
開
さ
れ
て
お

り
、
賛
成
す
る
。

19
議
案
の
う
ち
、
１
議

案
に
反
対
。
残
る
議
案
は

賛
成
す
る
。

　
「
舞
鶴
市
多
世
代
交
流

施
設
条
例
制
定
」に
つ
い
て

は
、
条
例
の
中
に
「
舞
鶴

市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
条

例
」
の
廃
止
が
含
ま
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
反
対
す

る
。
多
世
代
の
交
流
を
否

定
す
る
も
の
で
は
な
い

が
、
機
能
移
転
と
は
い

え
、
今
ま
で
活
動
さ
れ
て

き
た
サ
ー
ク
ル
活
動
の
継

続
は
困
難
。そ
し
て
、何
よ

り
も
大
き
い
の
が
無
料
か

ら
有
料
に
な
る
こ
と
。
こ

の
こ
と
は
高
齢
者
の
社
会

参
加
低
下
に
つ
な
が
る
。

強
調
さ
れ
る
受
益
者
負
担

の
名
の
下
、
市
民
を
分
断

さ
せ
る
こ
と
は
自
治
体
と

し
て
や
る
べ
き
こ
と
で
は

な
い
。
今
後
、
最
大
限
に

現
在
の
文
庫
山
学
園
の
機

能
を
維
持
し
、
高
齢
者
福

祉
の
大
き
な
後
退
が
な
い

よ
う
強
く
要
望
す
る
。

　

補
正
後
に
正
職
員
が
９

名
減
で
あ
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。
減
員
分
は

業
務
支
援
員
で
対
応
し
、

業
務
に
支
障
は
出
て
な
い

と
さ
れ
た
。
こ
の
10
年
で

約
80
名
を
削
減
。
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
と
連
動

す
る
こ
と
か
ら
、
適
正
な

職
員
配
置
を
求
め
る
。

感染症対策などの
取り組みを評価

水 嶋 一 明
新政クラブ議員団

条例廃止による
高齢者福祉の後退に反対

石 束 悦 子
日本共産党議員団

討論討論

全
議
案
に
賛
成
す
る
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
９
号
）
は
国
庫
お
よ

び
府
支
出
金
な
ら
び
に
繰

入
金
な
ど
を
財
源
と
し

て
、
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附

額
増
加
に
伴
う
応
援
推
進

事
業
や
、
ふ
る
さ
と
応
援

基
金
積
立
金
の
増
額
を
行

う
も
の
、
移
住
希
望
者
の

増
加
に
伴
う
移
住
促
進
住

宅
改
修
等
補
助
金
の
増
額

な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
取
り

組
み
の
成
果
に
伴
う
も
の

で
あ
り
評
価
す
る
。

　

橋
り
ょ
う
長
寿
命
化
事

業
の
舞
鶴
ク
レ
イ
ン
ブ
リ
ッ

ジ
に
つ
い
て
は
、
全
国
で

も
例
の
な
い
不
具
合
で
あ

り
、
損
傷
原
因
の
究
明
と

補
修
工
事
の
長
期
化
が
見

込
ま
れ
る
。
地
元
住
民
の

生
活
を
は
じ
め
火
力
発
電

所
従
業
員
の
通
勤
ル
ー
ト

と
し
て
、ま
た「
ふ
る
る
フ

ァ
ー
ム
」
な
ど
の
観
光
面

に
も
大
き
な
影
響
が
懸
念

さ
れ
る
こ
と
か
ら
早
期
の

原
因
究
明
と
復
旧
を
望
む
。

　

舞
鶴
市
消
防
団
条
例
の

一
部
改
正
に
お
い
て
、
長

期
に
わ
た
り
消
防
団
活
動

に
従
事
で
き
な
い
団
員
に

つ
い
て
、
処
遇
改
善
に
よ

り
団
活
動
を
継
続
し
や
す

い
環
境
を
整
え
る
こ
と

は
、
地
域
防
災
力
の
向
上

に
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら

高
く
評
価
す
る
。

コロナ禍での取り組みの
成果を評価する

伊 藤 清 美
創政クラブ議員団

討論討論

全
議
案
に
賛
成
す
る
。

　

令
和
２
年
度
舞
鶴
市
一

般
会
計
補
正
予
算
の
ふ
る

さ
と
応
援
推
進
事
業
で

は
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度

の
さ
ら
な
る
充
実
な
ど
を

進
め
る
事
業
で
あ
る
。
令

和
元
年
の
寄
附
額
実
績
に

お
い
て
、
本
市
は
府
北
部

５
市
の
中
で
ワ
ー
ス
ト
１

と
な
っ
て
い
る
中
、今
後
、

地
元
合
同
商
社
に
よ
る
一

層
の
頑
張
り
に
期
待
し
、

稼
ぐ
ふ
る
さ
と
納
税
制
度

の
推
進
に
期
待
す
る
。

　

次
に
農
村
移
住
・
交
流

促
進
事
業
で
は
、
農
村
部

へ
の
移
住
定
住
促
進
に
資

す
る
各
種
助
成
を
増
額
補

正
す
る
も
の
で
、
移
住
者

が
増
加
し
て
い
る
現
状
を

評
価
す
る
。し
か
し
、舞
鶴

市
農
村
集
落
空
き
家
情
報

バ
ン
ク
制
度
は
、
依
然
と

し
て
紹
介
可
能
な
物
件
数

に
対
し
て
、
市
外
か
ら
の

利
用
希
望
者
数
は
約
10
倍

と
選
択
肢
が
狭
い
と
い
う

問
題
が
あ
る
。
空
き
家
数

の
把
握
、
制
度
の
周
知
な

ど
地
域
住
民
や
移
住
サ

ポ
ー
タ
ー
等
と
密
な
連
携

を
図
り
、
実
態
把
握
と
制

度
の
充
実
に
努
め
ら
れ
た

い
。
現
状
の
各
種
助
成
つ

い
て
も
、
ニ
ー
ズ
や
検
証

を
踏
ま
え
拡
充
等
も
視
野

に
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
。

必要な予算には
大胆な拡充を

鴨 田 秋 津
会派に所属しない議員

5 まいづる市議会だよりNo.173

策などの

討　論令和2年12月25日の最終本会議において、提案された議案に対して討論をしました。



6令和3年1月31日

令和2年11月26日および12月25日の本会議での議案採決の結果は次のとおりです。この採決は、「押しボタン式投票」で行ったものです。
この結果は、舞鶴市議会のホームページでも公表しております。

全会一致で可決した条例議案
● 消防団条例の一部を改正する条例制定について
● 市長及び副市長の給与に関する条例及び教育長の給与等に関する条例の一部を改正する条例制定について
● 舞鶴市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例制定について
● 新型コロナウイルス感染症緊急特別対策利子補給金基金条例制定について
● 国民健康保険条例等の一部を改正する条例制定について
● 印鑑条例の一部を改正する条例制定について

固定資産評価審査委員会委員の任期満了に伴い、令和2年12月25日の本会議で次の委員を選任することに同意しました。

全会一致で可決したその他の議案
● 指定管理者の指定について（舞鶴市農業公園）
● 指定管理者の指定について（舞鶴親海公園の一部）
● 指定管理者の指定について（舞鶴市大丹生コミュニティセンター）
● 工事請負契約の変更について（次期最終処分場整備工事）
● 財産の取得について（高規格救急自動車）
● 財産の取得について（テレワーク環境の構築財産）
● 市道路線の認定について

固定資産評価審査委員会委員の選任

新任：多　田　勝　弥　氏　　　　新任：村　川　広　美　氏

【議決結果】 可…可決、否…否決、同…同意、承…承認、認…認定、可認…認定及び可決、採…採択、不…不採択
【賛否】 ○…賛成、×…反対、欠…欠席、退…退席、除…除斥、棄…棄権

田

畑

篤

子

新　

政

仲

井

玲

子

野

瀬

貴

則

新　

政

眞

下

隆

史

新　

政

水

嶋

一

明

新　

政

伊

藤

清

美

創　

政

議
長
は
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん

議
決
を
し
た
日

尾

関

善

之

創　

政

川

口

孝

文

創　

政

肝

付

隆

治

創　

政

高

橋

秀

策

創　

政

谷

川

眞

司

創　

政

山  

本  

治
兵
衛

創　

政

上

羽

和

幸

公　

明

小

谷

繁

雄

公　

明

杉

島

久

敏

公　

明

松

田

弘

幸

公　

明

石

束

悦

子

共　

産

伊

田

悦

子

共　

産

小

杉

悦

子

共　

産

小

西

洋

一

共　

産

鴨

田

秋

津

無
会
派

田

村

優

樹

無
会
派

西

村

正

之

無
会
派

無
会
派

11月26日

12月25日

11月26日

12月25日

12月25日

12月25日

12月25日

12月25日

12月25日

○

○

○

○

○

×

×

×

○

○

○

○

○

○

×

×

×

○

○

○

○

○

○

×

×

×

○

○

○

○

○

○

×

×

×

○

○

○

○

○

○

×

×

×

○

○

○

○

○

○

×

×

×

○

○

○

○

○

○

×

×

×

○

○

○

除

○

○

×

×

×

○

○

○

○

○

○

×

×

×

○

○

○

○

○

○

×

×

×

○

○

○

○

○

○

×

×

×

○

○

○

○

○

○

×

×

×

○

○

○

○

○

○

×

×

×

○

○

○

○

○

○

×

×

×

○

×

×

×

×

×

○

○

○

×

×

×

×

×

×

○

○

○

×

×

×

×

×

×

○

○

○

×

×

×

×

×

×

○

○

○

×

○

○

○

×

○

×

×

×

×

○

×

○

○

○

×

×

×

○

○

○

○

○

○

×

×

×

○

○

×

○

○

○

×

○

○

○



（令和2年12月定例会） 会期：11月26日～12月25日議案の採決結果議案の採決結果議案の採決結果
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全会一致で可決した予算議案
● 令和２年度一般会計補正予算（第８号）
● 令和２年度一般会計補正予算（第９号）
● 令和2年度下水道事業会計補正予算（第1号）
● 令和2年度病院事業会計補正予算（第3号）
● 令和2年度国民健康保険事業会計補正予算（第3号）
● 令和2年度介護保険事業会計補正予算（第2号）
● 令和2年度後期高齢者医療事業会計補正予算（第1号）

全会一致で同意・可決した人事議案
● 固定資産評価審査委員会委員の選任について
● 人権擁護委員候補者の推薦について

全会一致で可決した議員提出議案
● 市議会における会派に対する政務活動費の交付に関する条例の一部を改正する条例
● 市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例

出
席
者
数

議員名簿等（会派内は五十音順）

舞鶴市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例制定について

多世代交流施設条例制定について

監査委員の選任について

高浜発電所１、２号機の再稼働に関する決議

関西電力㈱高浜発電所１、２号機の再稼働に係る意見書

高齢者福祉を充実させ「新しい文庫山学園」を求める請願

高浜発電所1、2号機の再稼働に関する請願

高浜原発１・２号機の再稼働中止を求める請願

舞鶴市議会において「核兵器禁止条約の参加・調印・批准を求める意見書」を
日本政府に提出することを求める請願

議　 案　 名　 等

市
長
提
出
議
案

議
員
提
出

議　
　

案

請　
　
　

願

26

26

25

26

26

26

26

26

26

25

25

24

25

25

25

25

25

25

21

19

20

20

21

4

5

5

20

4

6

4

5

4

21

20

20

5

0

0

0

0

0

0

0

0

0

可

可

同

可

可

不

不

不

採

○

○

○

○

○

×

×

×

○

○

○

○

○

○

×

×

×

○

○

○

○

○

○

×

×

×

○

投
票
者
総
数

賛

成

反

対

棄

権

議
決
結
果

今

西

克

己

新　

政

上

野

修

身

新　

政

鯛       

慶

一

新　

政

賛否が分かれた議案

【会派】新政…新政クラブ議員団、創政…創政クラブ議員団、公明…公明党議員団、共産…日本共産党議員団、無会派…会派に所属しない議員

 ☆舞鶴市議会の議員定数は26人です。



令和2年 舞鶴市議会12月定例会一般質問 令和2年12月8日、9日、10日

順番

1

質問方式

２分割 松田　弘幸

2 ２分割 田畑　篤子

3 一問一答 伊田　悦子

4 ２分割 高橋　秀策

一括 田村　優樹5

一括 杉島　久敏

一問一答 野瀬　貴則

6

一問一答 小西　洋一

7

一括 谷川　眞司

8

一問一答 西村　正之

一括 小谷　繁雄

9

一問一答 鯛　　慶一

10

一問一答

一問一答

小杉　悦子

11

伊藤　清美

12

一括 仲井　玲子

13

一問一答 眞下　隆史

14

15

16

17 一括 尾関　善之

１ エネルギー政策について

３ ごみ処理手数料について 

１ 関西電力高浜発電所１、２号機の再稼働について

３ 子育て交流施設あそびあむについて 

１ 文庫山学園と東公民館の廃止について 

３ 全ての子どもたちの命を守り、安心して学べる学校づくりについて

１ 運転開始から40年を超える高浜発電所１、２号機について

３ 舞鶴市総合教育会議について 

１ 舞鶴市優秀スポーツ賞表彰基準について 

２ ヤングケアラーについて 

１ 行政手続のデジタル化について 

２ 新型コロナ感染拡大防止について 

１ 公共交通について 

２ 舞鶴市共生型MaaS「meemo（ミーモ）」実証実験について 

１ 行政の説明責任について

３ 若狭の原子力発電所の再稼働について 

１ 「まなびあむ」について

３ Wi-Fi設備について 

１ 老人福祉センター文庫山学園について

３ 法定外公共物の土地境界確定について

１ フレイル予防について 

２ 市民協働による公共施設の維持管理について 

１ 青色防犯パトロールについて

３ 赤れんがパーク構想について

５ 脱炭素社会への取組について 

１ 新型コロナ感染症対策について

３ 資産活用と社会福祉の充実について 

１ 道路等インフラ整備について

３ コロナ禍における東京五輪開催に向けての取組について 

１ 災害対応用資機材について

３ 都市部からの移住希望者やサテライトオフィス設置希望事業者、デュアラーから選ばれる地方となるための戦略について

１ クレインブリッジの復旧工事について 

２ 市道管理の考え方について 

１ 京都舞鶴港の振興について 

２ 西市街地における総合的治水対策の促進について 

２ 婚活支援について

２ 支援対象児童等見守り強化事業について

２ 本市のごみ施策について

４ 本市の核兵器のない世界に向けた取組について

２ 次代を担う若者や子どもたちが育つまちについて

２ コロナ禍の下での地域経済と雇用対策について

２ 新型コロナウイルス感染症対策について

２ 積年の土地問題について

４ 府道小倉西舞鶴線白鳥トンネル区間の４車線化の整備について

２ GIGAスクール構想について

４ ごみ対策について

２ 農業・農家を守る施策について

２ 農業用ため池について

２ コロナ禍の市内事業所への影響について

氏　名 質問事項

※質問事項のうち各議員が記述の主な質問・答弁の要旨以外の事項は、ホームページをご覧ください。

※一　　括…質問項目を一括して質問した後、一括して答弁を求める質問の方式
※２ 分 割…質問項目を分野ごとに２回に分けて質問し、その都度答弁を求める質問の方式
※一問一答…質問項目を一問ごとに質問し、その都度答弁を求める質問の方式

8令和3年1月31日

令和2年12月8日 9日 10日

8令和3年1月31日

一般質問令和2年12月8日、9日、10日に本会議を開き、17人が一般質問を行いました。
質問・答弁の要旨は次のとおりです。



田 畑 篤 子
新政クラブ議員団

高
浜
発
電
所
１
・
２
号
機

再
稼
働
を
問
う

住
民
の
理
解
な
く

受
け
入
れ
は
あ
り
え
な
い

質
問　

運
転
期
間
が
40

年
を
超
え
る
高
浜
発
電
所

１
・
２
号
機
に
つ
い
て
、

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
の
幹

部
が
本
市
を
訪
れ
、
再
稼

働
の
方
針
を
説
明
し
理
解

を
求
め
た
と
聞
い
て
い
る
。

市
長
は
、「
40
年
超
え
運

転
は
別
格
」
と
し
、
立
地

自
治
体
の
高
浜
町
と
同
じ
、

再
稼
働
へ
の
同
意
権
や
避

難
防
災
対
策
充
実
へ
の
支

援
を
要
請
さ
れ
た
。
住
民

説
明
会
に
お
け
る
資
源
エ

ネ
ル
ギ
ー
庁
の
回
答

は
「
立
地
自
治
体
と

同
様
に
き
め
細
や
か

な
対
応
を
し
て
い

く
」
と
の
内
容
で

あ
っ
た
と
理
解
す
る
。

改
め
て
、
本
件
再
稼

働
に
係
る
市
の
基
本

的
な
考
え
を
問
う
。

答
弁

高
浜
発
電

所
１
・
２
号
機
の
再

稼
働
に
つ
い
て
は
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

主
力
電
源
と
な
る
ま
で
は

い
か
な
る
事
情
よ
り
も
安

全
性
を
す
べ
て
に
優
先
さ

せ
る
こ
と
を
絶
対
条
件
に
、

一
定
の
期
間
頼
ら
ざ
る
を

得
な
い
。
住
民
や
市
議
会

の
意
見
等
を
十
分
に
踏
ま

え
、
総
合
的
に
考
慮
し
、

Ｐ
Ａ
Ｚ
に
住
民
が
暮
ら
し
、

市
全
域
が
Ｕ
Ｐ
Ｚ
に
含
ま

れ
る
自
治
体
の
長
と
し
て
、

責
任
あ
る
判
断
を
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

一
般
質
問

一
般
質
問

QA

伊 田 悦 子
日本共産党議員団

文
庫
山
学
園
廃
止
は

高
齢
者
福
祉
の
後
退
で
は

高
齢
者
全
体
の
こ
と
を

考
慮
し
て
の
結
果

質
問　

文
庫
山
学
園
は

サ
ー
ク
ル
に
所
属
し
て
い

な
く
て
も
、
一
人
で
ふ

ら
っ
と
立
ち
寄
れ
る
「
居

場
所
」
と
し
て
も
定
着
し

て
い
る
。
今
回
の
移
転
に

伴
い
、
こ
の
居
場
所
を
高

齢
者
か
ら
奪
い
、
無
料
施

設
を
有
料
に
変
更
す
る
の

は
、「
機
能
移
転
」
と
は
言

う
が
、
サ
ー
ク
ル
に
よ
っ

て
は
会
場
使
用
が
で
き
な

く
な
る
な
ど
、
こ
れ
は
高

齢
者
福
祉
の
後
退
で
は
な

い
か
。

答
弁

文
庫
山
学
園
の

整
備
が
計
画
さ
れ
た
半
世

紀
前
と
現
在
と
で
は
、
あ

ら
ゆ
る
領
域
に
お
い
て
状

況
は
大
き
く
変
化
。
時
代

の
変
化
に
合
わ
せ
、
施
設

の
在
り
方
も
見
直
し
が
不

可
欠
。
時
代
の
変
化
に
的

確
に
対
応
す
る
も
の
。

質
問　

ご
み
問
題
は
市

民
の
協
力
な
し
で
は
解
決

で
き
な
い
。
９
回
開
催
さ

れ
る
説
明
会
の
対
象
は
自

治
会
代
表
者
。
こ
れ
で
は

市
民
の
協
力
は
得
ら
れ
な

い
。
ま
た
コ
ロ
ナ
禍
で
の

ご
み
処
理
手
数
料
見
直
し

は
延
期
し
、
住
民
合
意
に

力
を
尽
く
す
べ
き
で
は
。

答
弁

希
望
自
治
会
に

は
個
別
説
明
会
開
催
で
理

解
を
得
る
。
見
直
し
に
合

わ
せ
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
が

向
上
す
る
施
策
に
取
り
組

む
。

一
般
質
問

一
般
質
問

QA

松 田 弘 幸
公明党議員団

原
子
力
災
害
時
の

避
難
路
整
備
を
早
期
に

原
子
力
防
災
全
般
に

わ
た
り
国
に
強
く
要
望

質
問　

原
子
力
災
害
発

生
時
に
備
え
、
地
域
住
民

が
安
全
か
つ
迅
速
に
避
難

す
る
た
め
の
避
難
路
の
整

備
は
、
最
も
重
要
な
課
題

で
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
が
Ｕ

Ｐ
Ｚ
に
入
る
舞
鶴
市
に
お

い
て
は
、
消
防
や
緊
急
車

両
、
各
種
の
防
災
資
機
材

の
配
備
、
広
域
避
難
体
制

の
構
築
は
も
と
よ
り
、
国

道
27
号
青
葉
ト
ン
ネ
ル
の

拡
幅
、
舞
鶴
若
狭
道
の
４

車
線
化
、Ｐ
Ａ
Ｚ
や
Ｐ
Ａ

Ｚ
に
準
じ
る
地
域
の
府

道
・
市
道
等
避
難
路
の
充

実
が
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
、

こ
れ
ら
の
整
備
に
つ
い
て
、

市
の
考
え
を

問
う
。

答
弁

万

万
一
の
際
に

備
え
、Ｐ
Ａ

Ｚ
や
Ｐ
Ａ
Ｚ

に
準
じ
る
地

域
の
避
難
路

と
な
る
舞
鶴
若
狭
自
動
車

道
舞
鶴
西
Ｉ
Ｃ
か
ら
舞
鶴

東
Ｉ
Ｃ
間
の
４
車
線
化
優

先
整
備
区
間
へ
の
早
期
認

定
や
、
国
道
27
号
青
葉
ト

ン
ネ
ル
の
拡
幅
、
市
道
や

府
道
の
整
備
に
加
え
て
原

子
力
防
災
全
般
に
わ
た
り

国
の
支
援
の
充
実
を
強
く

求
め
た
。
経
済
産
業
省
か

ら
は
「
舞
鶴
市
は
、
特
段

の
配
慮
を
必
要
と
す
る
市

と
認
識
し
て
い
る
。
市
長

か
ら
の
要
望
を
重
く
受
け

止
め
、
国
と
し
て
、
し
っ

か
り
と
対
応
す
る
」
と
言

及
い
た
だ
い
た
。

A

QA

大浦地区大山峠の道

高齢者の笑顔輝く
まちづくりを

安全対策工事完了

コ
ロ
ナ
禍
で
の

負
担
増
中
止
を

丁
寧
な
説
明
で

理
解
を
得
る

QQAA

9 まいづる市議会だよりNo.173

質 A

一般質問令和2年12月8日、9日、10日に本会議を開き、17人が一般質問を行いました。
質問・答弁の要旨は次のとおりです。



田 村 優 樹
会派に所属しない議員

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
へ
の

支
援
を
問
う

状
況
に
応
じ
た

支
援
を
行
う

質
問　

ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
は
、
病
気
や
障
害
を

持
っ
た
親
の
ケ
ア
を
す
る

18
歳
未
満
の
子
ど
も
を
指

し
、
近
年
大
き
な
社
会
問

題
に
な
っ
て
い
る
。
学
校

に
通
い
な
が
ら
家
事
、
介

護
、
家
族
の
感
情
面
の
サ

ポ
ー
ト
を
担
う
必
要
が
あ

り
、
介
護
し
て
い
る
子
ど

も
自
身
が
、
人
知
れ
ず
、

苦
労
を
背
負
い
込
ん
で
し

ま
い
、
子
ど
も
の
将
来
を

大
き
く
左
右
し
て
い
る
と

問
題
視
さ
れ
て
い
る
。
こ

う
し
た
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
の
数
は
全
国
的

に
増
加
傾
向
に
あ
る

と
い
わ
れ
、
早
期
発

見
す
る
上
で
学
校
の

役
割
が
重
要
視
さ
れ

て
い
る
が
、
気
掛
か

り
な
子
ど
も
へ
の
対

応
は
ど
の
よ
う
に
さ

れ
て
い
る
の
か
。

答
弁

家
庭
の
事

情
か
ら
、
家
族
の
介
護
等

を
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況

の
生
徒
を
把
握
し
た
場
合
、

学
力
面
の
サ
ポ
ー
ト
や
個

別
進
路
相
談
等
を
行
い
、

生
徒
自
身
が
進
路
を
変
更

し
た
り
断
念
す
る
こ
と
の

な
い
よ
う
支
援
し
て
い
る
。

必
要
に
応
じ
、
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

等
と
連
携
し
、
生
徒
の
希

望
に
寄
り
添
っ
た
対
応
、

家
庭
の
状
況
に
応
じ
た
支

援
を
行
っ
て
い
る
。

一
般
質
問

一
般
質
問

QA

杉 島 久 敏
公明党議員団

求
め
ら
れ
る
本
市
行
政
の

デ
ジ
タ
ル
化
を
問
う

計
画
的
に
進
め

利
便
性
向
上
に
努
め
る

質
問　

行
政
の
デ
ジ
タ

ル
化
を
推
進
し
て
い
く
に

当
た
り
、
最
も
重
要
な
視

点
の
一
つ
と
し
て
、
利
用

し
や
す
さ
の
確
保
が
あ
る

も
の
と
考
え
る
。
高
齢
者

を
は
じ
め
、
障
害
者
、
外

国
人
、
生
活
困
窮
者
、
中

小
・
小
規
模
事
業
者
な
ど

あ
ら
ゆ
る
人
が
、
環
境
や

能
力
に
関
わ
ら
ず
情
報
を

不
自
由
な
く
利
用
で
き
る

よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
上
で
す
べ
て
の
市
民

が
公
平
に
恩
恵
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
な
デ
ジ

タ
ル
化
を
進
め
る

べ
き
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
。
本
市
で

は
デ
ジ
タ
ル
機
器

の
導
入
に
関
し
て
、

高
齢
者
や
障
が
い

者
に
ど
の
よ
う
な

配
慮
を
も
っ
て
実

行
さ
れ
て
い
る
の

か
を
問
う
。

答
弁

使
い
や
す
さ
へ

の
考
慮
・
配
慮
は
、
デ
ジ

タ
ル
化
の
推
進
と
と
も
に

重
要
な
項
目
で
あ
る
。

　

現
在
、
年
齢
的
・
身
体

的
条
件
に
関
わ
ら
ず
、
情

報
に
ア
ク
セ
ス
し
、
利
用

で
き
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の

提
供
や
多
言
語
対
応
な
ど

を
実
現
し
て
い
る
。
広
域

で
共
同
開
発
さ
れ
た
シ
ス

テ
ム
が
あ
る
た
め
、
今
後

は
機
器
や
シ
ス
テ
ム
の
調

達
な
ど
を
計
画
的
に
進
め
、

利
便
性
の
向
上
に
努
め
る
。

一
般
質
問

一
般
質
問

QA

高 橋 秀 策
創政クラブ議員団

高
浜
発
電
所
１
・
２
号
機
の

再
稼
働
は

責
任
あ
る
判
断
を
す
る

質
問　

将
来
的
に
は
原

子
力
に
頼
ら
ず
、
環
境
に

も
配
慮
し
た
電
力
供
給
を

望
む
が
、
国
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
上
の
要
請
に
応

え
て
い
く
た
め
に
は
、
再

稼
働
の
実
現
が
重
要
と
考

え
る
。
再
稼
働
に
係
る
市

の
考
え
を
問
う
。

答
弁

住
民
や
市
議
会

の
意
見
等
を
十
分
踏
ま
え

総
合
的
に
考
慮
し
、Ｐ
Ａ

Ｚ
、Ｕ
Ｐ
Ｚ
に
住
民
が
暮

ら
す
自
治
体
の
長
と
し
て

責
任
あ
る
判
断
を
す
る
。

質
問　

運
転
開
始
か
ら

40
年
を
超
え
る
高
浜
発
電

所
１
・
２
号
機
の
再
稼
働

に
つ
い
て
は
、
原
子
力
災

害
対
策
指
針
に
基
づ
く
新

た
な
認
識
の
下
で
進
め
る

べ
き
と
、
福
井
県
や
高
浜

町
と
い
っ
た
立
地
自
治
体

と
同
様
の
対
応
を
講
じ
る

よ
う
国
に
対
し
て
求
め
て

き
た
が
、
ど
の
よ
う
に
受

け
止
め
ら
れ
て
い
る
の
か
。

答
弁

国
の
本
市
に
対

す
る
対
応
は
、
明
ら
か
に

以
前
と
比
べ
変
化
し
て
き

て
お
り
、
地
域
振
興
の
充

実
に
至
る
ま
で
、
立
地
自

治
体
と
「
同
じ
」
対
策
を

講
じ
て
い
た
だ
く
よ
う
、

引
き
続
き
お
願
い
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
も
市
民
の
安
全
、

安
心
の
確
保
に
全
力
を
挙

げ
る
。

A立
地
自
治
体
と

同
様
の
対
応
は

一
貫
し
て
要
望
す
る

QQAA

高浜発電所１・２号機

社会問題になっているヤングケアラー

設置されたマイナポイント申請用端末

10令和3年1月31日

質 A

10令和3年1月31日

一般質問令和2年12月8日、9日、10日に本会議を開き、17人が一般質問を行いました。
質問・答弁の要旨は次のとおりです。



小 西 洋 一
日本共産党議員団

コ
ロ
ナ
禍
で
の
市
民
の

暮
ら
し
と
営
業
支
援
を

関
係
機
関
と
連
携
し

支
援
す
る

質
問　

国
の
「
持
続
化

給
付
金
」
は
、
本
市
独
自

に
30
％
減
ま
で
申
請
基
準

を
下
げ
た
こ
と
で
、
多
く

の
事
業
者
か
ら
「
一
息
つ

い
た
」
と
喜
ば
れ
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
収
束

が
見
え
な
い
中
で
、
一
度

限
り
と
せ
ず
、
国
に
対
し

て
二
度
三
度
と
継
続
支
援

す
る
よ
う
に
強
く
要
望
す

べ
き
だ
が
ど
う
か
。

答
弁

国
の
持
続
化
給

付
金
の
対
象
と
な
ら
な
い

市
独
自
の
「
事
業
継
続
緊

急
支
援
給
付
金
」
は
、
１

６
５
件
３
３
０
０
万
円
の

支
援
を
実
施
し
た
。
市
と

し
て
は
、
関
係
機
関
と
よ

く
連
携
し
、
状
況
を
よ
く

把
握
し
な
が
ら
、
そ
の

時
々
に
応
じ
て
、
必
要
な

支
援
を
適
切
に
行
っ
て
ま

い
り
た
い
。

質
問　

東
電
福
島
第
一

原
発
事
故
の
収
束
や
40
年

を
超
え
る
原
発
の
再
稼
働

等
で
、
原
発
問
題
へ
の
市

民
の
関
心
は
高
い
た
め
、

さ
ら
に
３
カ
所
で
参
加
者

を
限
定
し
な
い
説
明
会
を

開
催
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

答
弁

今
回
の
説
明
会

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

公
開
し
、
質
問
や
意
見
も

受
け
付
け
て
い
る
。
市
民

の
皆
さ
ま
か
ら
の
質
問
や

意
見
に
は
、
今
回
の
説
明

会
で
一
定
、
お
答
え
で
き

る
と
認
識
し
て
い
る
。

一
般
質
問

一
般
質
問

QA

谷 川 眞 司
創政クラブ議員団

「
ま
な
び
あ
む
」
健
康
機
器
、

卓
球
台
を
問
う

文
庫
山
学
園
よ
り

移
転
予
定

質
問　

文
庫
山
学
園
の

ヘ
ル
ス
ト
ロ
ン
を
は
じ
め

と
す
る
健
康
増
進
機
器
や

卓
球
台
等
の
施
設
利
用
に

つ
な
が
る
多
く
の
機
器
設

備
の
「
ま
な
び
あ
む
」
へ

の
移
転
に
つ
い
て
問
う
。

答
弁

文
庫
山
学
園
に

設
置
し
て
い
る
健
康
機
器

の
う
ち
、
一
定
期
間
使
用

可
能
な
も
の
に
つ
い
て
は

移
転
を
検
討
す
る
。
卓
球

台
に
つ
い
て
も
、
ま
な
び

あ
む
へ
移
転
し
活
用
す
る

予
定
に
し
て
い
る
。

質
問　

舞
鶴
市
民
が
体

調
を
崩
し
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を

希
望
す
る
場
合
、
舞
鶴
市

内
に
お
い
て
検
査
が
で
き

る
医
療
機
関
の
有
無
と
、

体
制
が
整
っ
て
い
る
の
か

を
問
う
。

答
弁

か
か
り
つ
け
医

な
ど
の
身
近
な
医
療
機
関

に
電
話
で
相
談
し
、
そ
こ

で
対
応
可
能
な
場
合
は

そ
の
ま
ま
受
診
す
る
。

対
応
が
不
可
能
な
場
合

等
は
「
き
ょ
う
と
新
型

コ
ロ
ナ
医
療
相
談
セ
ン

タ
ー
」
に
相
談
す
れ
ば
、

セ
ン
タ
ー
を
通
じ
て
受

診
案
内
が
行
わ
れ
、
必

要
な
人
に
は
検
査
が
実

施
さ
れ
る
。

一
般
質
問

一
般
質
問

QA

野 瀬 貴 則
新政クラブ議員団

m
eem
o

実
証
実
験
の

分
析
と
再
実
験
を
求
む

課
題
を
改
善
し
つ
つ

再
実
施
の
調
整
を
行
う

質
問　

本
市
の
２
地
域

で
住
民
同
士
の
助
け
合

い
・
共
助
に
よ
り
、
車
を

持
た
な
い
人
の
移
動
を
実

現
す
る m

eem
o 

実
証

実
験
が
行
わ
れ
た
。
ス
マ

ホ
を
使
っ
た
全
国
初
の
取

り
組
み
で
あ
り
、
課
題
も

多
々
あ
っ
た
が
、
地
域
と

行
政
が
協
働
し
、
共
助
に

よ
っ
て
解
決
を
模
索
す
る

今
回
の
取
り
組
み
で
、
多

く
の
高
齢
者
が
新
た
な
移

動
手
段
と
し
て
利
用
し
、

生
活
を
充
実
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
た
。
参
加
者
は
事

業
継
続
を
望
ん
で
お
り
、

課
題
を
改
善
し
た
上
で
、

さ
ら
な
る
実
証
実
験
が
必

要
で
あ
る
。
実
験
結
果
を

ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い

る
か
、
再
度
の
実
証
実
験

の
必
要
性
を
問
う
。

答
弁

高
野
地
域
と
加

佐
地
域
の
両
地
区
に
お
い

て
、
利
用
者
・
ド
ラ
イ

バ
ー
合
わ
せ
て
91
名
の
方

に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
１

１
１
回
の
送
迎
を
実
施

し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
利
用
者
の
約
75
％

が
安
心
し
て
利
用
で
き

た
と
回
答
さ
れ
て
お
り
、

今
後
の
展
開
に
つ
い
て

は
、
課
題
を
改
善
を
し

つ
つ
、
実
施
時
期
や
エ

リ
ア
に
つ
い
て
、
関
係

者
と
よ
く
協
議
・
調
整

し
て
い
く
。

A

全
市
民
対
象
に
原
発

説
明
会
を

今
回
の
説
明
会
で

一
定
対
応

QQAA

利用者は互いに地域の住民同士

まなびあむ完成予想図

コロナ禍をみんなで
乗り越えよう！

市
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

体
制
を
問
う

必
要
な
方
に
は

検
査
を
実
施

QQAA

11 まいづる市議会だよりNo.173

質 A

一般質問令和2年12月8日、9日、10日に本会議を開き、17人が一般質問を行いました。
質問・答弁の要旨は次のとおりです。



小 谷 繁 雄
公明党議員団

高
齢
者
の
フ
レ
イ
ル
予
防
の

取
り
組
み
を
問
う

介
護
予
防
事
業
の

充
実
と
周
知
を
図
る

質
問　

高
齢
者
介
護
が

必
要
と
な
る
前
の
「
フ
レ

イ
ル
（
虚
弱
）」
状
態
を
予

防
す
る
に
は
、「
栄
養
」

「
運
動
」「
社
会
参
加
」
の

３
つ
が
柱
と
な
っ
て
お
り
、

食
生
活
や
運
動
な
ど
、
生

活
習
慣
の
改
善
、
と
り
わ

け
運
動
が
重
要
と
さ
れ
て

い
る
。
本
市
の
介
護
予
防

の
た
め
の
「
サ
ロ
ン
de
す

と
れ
っ
ち
」
事
業
は
、
団

体
数
・
参
加
人
数
と
も
に
、

こ
の
３
年
横
ば
い
の
状
態

で
あ
る
。
フ
レ
イ
ル
に
対

す
る
関
心
を
高
め
、
正
し

い
理
解
を
促
進
す
る

た
め
の
効
果
的
な
周

知
・
啓
発
が
必
要
と

考
え
る
が
、
本
市
の

見
解
を
問
う
。

答
弁

事
業
開
始

か
ら
９
年
が
経
過
し
、

継
続
し
た
参
加
に
よ

り
「
体
力
が
つ
い

た
」
の
ほ
か
「
友
だ

ち
が
増
え
仲
良
く
な
っ

た
」
等
、
社
会
的
交
流
の

変
化
を
感
じ
る
人
も
多
く
、

フ
レ
イ
ル
予
防
に
効
果
が

あ
る
と
考
え
る
。
今
後
も

事
業
の
通
知
や
団
体
間
の

交
流
、
新
規
参
加
の
呼
び

掛
け
等
、
活
動
継
続
に
向

け
た
支
援
に
努
め
、
ま
た

新
規
団
体
の
立
ち
上
げ
支

援
や
フ
レ
イ
ル
予
防
の
た

め
の
講
座
や
訪
問
等
で
の

個
別
指
導
な
ど
、
よ
り
き

め
細
か
い
フ
レ
イ
ル
予
防

対
策
の
充
実
と
周
知
を
図

る
。

一
般
質
問

一
般
質
問

QA

鯛 　 慶 一
新政クラブ議員団

遊
覧
船
乗
り
場
を

利
用
し
や
す
い
環
境
に

安
心
し
て
乗
船
で
き
る

護
岸
整
備
を
検
討

質
問　

海
軍
ゆ
か
り
の

港
め
ぐ
り
遊
覧
船
は
赤
れ

ん
が
パ
ー
ク
構
想
の
一
つ

の
目
玉
に
な
っ
て
い
る
。

観
光
客
か
ら
の
意
見
で
は
、

乗
船
時
に
階
段
が
あ
り
、

高
齢
者
や
車
椅
子
利
用
者

に
ご
不
便
が
か
か
っ
て
い

る
よ
う
に
聞
く
が
、
ど
の

よ
う
な
方
に
も
不
自
由
な

く
舞
鶴
の
港
観
光
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
く
た
め
の
乗

船
所
の
整
備
に
つ
い
て
問

う
。
ま
た
、
乗
船
所
を
見

て
い
た
観
光
客
が
、
船
に

乗
ろ
う
と
向
か
っ
た
と

こ
ろ
「
発
券
所
は
こ
こ

で
な
く
赤
れ
ん
が
パ
ー

ク
内
で
す
」
と
言
わ
れ
、

乗
船
を
諦
め
た
と
聞
い

た
。
乗
り
場
近
く
で
の

発
券
が
利
便
性
向
上
に

よ
い
と
思
う
が
市
の
見

解
を
問
う
。

答
弁

赤
れ
ん
が
博

物
館
前
な
ど
を
海
辺
と

親
和
性
の
高
い
広
場
と
し

て
整
備
し
、
遊
覧
船
利
用

者
が
安
全
に
乗
船
で
き
る

環
境
整
備
を
検
討
し
て
い

る
。
ま
た
、
遊
覧
船
乗
船

券
は
、
現
在
赤
れ
ん
が

パ
ー
ク
２
号
棟
内
で
販
売

し
て
い
る
。
今
後
、
遊
覧

船
利
用
者
向
け
の
施
設
整

備
は
、
観
光
客
の
利
便
性

を
含
め
、
赤
れ
ん
が
周
辺

等
ま
ち
づ
く
り
構
想
に
基

づ
く
整
備
計
画
を
進
め
る

中
で
、
具
体
的
に
検
討
す

る
。

一
般
質
問

一
般
質
問

QA

西 村 正 之
会派に所属しない議員

文
庫
山
学
園
の

存
続
を
問
う

移
転
・
集
約
化
を

着
実
に
進
め
る

質
問　

ま
ち
の
活
力
を

維
持
し
、
高
齢
者
が
生
き

が
い
を
も
っ
て
豊
か
な
生

活
を
営
む
た
め
に
は
、
高

齢
者
同
士
が
楽
し
く
交
流

し
合
う
場
・
心
の
安
ら
げ

る
場
が
必
要
と
考
え
る
。

本
市
に
住
ん
で
お
ら
れ
る

高
齢
者
の
皆
さ
ま
の
「
声

な
き
声
」
に
し
っ
か
り
と

耳
を
傾
け
て
い
た
だ
き
、

こ
れ
か
ら
も
高
齢
者
に
焦

点
を
当
て
た
高
齢
者
専
用

の
施
設
が
是
非
と
も
必
要

で
あ
る
。
そ
れ
が
「
文
庫

山
学
園
」
で
あ
り
、

そ
の
存
続
を
切
に

お
願
い
す
る
も
の

で
あ
る
。
市
の
考

え
を
問
う
。

答
弁

平
成
27

年
に
策
定
し
た

「
市
民
病
院
跡
地

利
用
方
針
」
の
検

討
に
当
た
っ
て
は
、

市
民
や
有
識
者
で

構
成
す
る
「
あ
り
方
懇
話

会
」
や
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

を
通
じ
て
多
く
の
ニ
ー
ズ

を
お
聞
き
す
る
中
で
、
文

庫
山
学
園
の
移
転
先
と
し

て
、
市
民
病
院
跡
地
が
ふ

さ
わ
し
い
と
の
方
向
で
ま

と
ま
っ
た
も
の
。
こ
の
利

用
方
針
に
基
づ
き
、
具
体

化
の
取
り
組
み
を
一
歩
一

歩
進
め
て
お
り
、
今
後
と

も
文
庫
山
学
園
の
移
転
・

集
約
化
を
着
実
に
進
め
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

る
。

A

老人福祉センター文庫山学園

「サロンdeすとれっち」運動で元気に

楽しいひとときを遊覧船で

12令和3年1月31日

質 A

12令和3年1月31日

一般質問令和2年12月8日、9日、10日に本会議を開き、17人が一般質問を行いました。
質問・答弁の要旨は次のとおりです。



伊 藤 清 美
創政クラブ議員団

た
め
池
新
法
制
定
の

背
景
と
本
市
の
対
応
は

今
後
と
も
長
期
的
な

視
点
を
持
っ
て
取
り
組
む

質
問　

近
年
の
集
中
豪

雨
等
で
た
め
池
の
決
壊
に

よ
り
甚
大
な
被
害
が
発
生

し
て
い
る
。
高
齢
化
に
伴

う
管
理
組
織
の
弱
体
化
が

進
む
中
、
防
災
・
減
災
の

観
点
か
ら
、
た
め
池
の
管

理
・
保
全
体
制
を
明
確
化

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

令
和
元
年
７
月
に
た
め
池

新
法
が
制
定
さ
れ
た
が
、

こ
の
制
定
の
背
景
と
本
市

の
対
応
に
つ
い
て
問
う
。

答
弁

た
め
池
新
法
は

行
政
の
役
割
の
明
確
化
と

適
正
な
管
理
、
防
災
体
制

の
強
化
を
目
的
に
制
定
さ

れ
て
い
る
。
本
市
で
は
定

期
的
な
点
検
と
必
要
に
応

じ
た
改
修
工
事
の
実
施
、

利
用
さ
れ
な
く
な
っ
た
た

め
池
の
廃
止
に
向
け
た
事

業
の
推
進
、
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
に
よ
る
避
難
路
の

明
示
等
減
災
対
策
に
取
り

組
む
。

質
問　

感
染
症
拡
大
に

よ
り
聖
火
リ
レ
ー
の
観
覧

を
制
限
す
る
こ
と
に
な
れ

ば
、
東
京
五
輪
の
果
た
す

役
割
・
意
義
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
る
機
会
を
失
う

こ
と
か
ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン

で
視
聴
で
き
る
仕
組
み
づ

く
り
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
弁

多
く
の
市
民
が

安
全
・
安
心
な
環
境
で
聖

火
リ
レ
ー
を
観
覧
で
き
る

よ
う
、
有
効
な
手
段
と
し

て
検
討
す
る
。

一
般
質
問

一
般
質
問

QA

仲 井 玲 子
会派に所属しない議員

多
岐
に
わ
た
る
移
住
希
望

者
の
相
談
窓
口
は

移
住
・
定
住
促
進
課
で

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談

質
問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影

響
に
よ
り
、
地
方
へ
の
移

住
や
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
の
設
置
、
田
舎
と
都
会

の
２
拠
点
生
活
へ
の
関
心

が
高
ま
っ
て
い
る
。
本
市

に
お
け
る
市
街
化
調
整
区

域
は
、
都
会
の
人
が
求
め

る
「
田
舎
」
の
イ
メ
ー
ジ

に
合
致
す
る
が
、
複
雑
な

制
約
が
あ
る
と
聞
く
。
分

か
り
や
す
さ
が
選
ば
れ
る

秘
訣
と
考
え
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
移
住
希
望
者
等
が

市
街
化
調
整
区
域
の
物
件

に
つ
い
て
、
分
か

り
や
す
く
相
談
で

き
る
窓
口
が
必
要

で
は
な
い
か
。「
選

ば
れ
る
田
舎
」
と
な

る
本
市
の
戦
略
に

つ
い
て
問
う
。

答
弁

庁
内
横
断

組
織
「
移
住
・
定
住

促
進
本
部
」
を
設
置

し
、
住
ま
い
、
仕
事
、
ま

ち
の
情
報
な
ど
を
移
住
・

定
住
促
進
課
が
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
窓
口
と
し
て
提
供

し
て
い
る
。
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
の
誘
致
は
赤
れ

ん
が
３
号
棟
の
コ
ワ
ー
キ

ン
グ
ス
ペ
ー
ス
等
を
通
じ

て
展
開
。
市
街
化
調
整
区

域
等
に
お
け
る
個
別
案
件

等
も
、
ま
ず
は
移
住
・
定

住
促
進
課
が
窓
口
と
な
り

丁
寧
な
対
応
を
行
う
。
２

拠
点
生
活
へ
つ
な
が
る
施

策
の
展
開
等
も
検
討
し
て

い
る
。

一
般
質
問

一
般
質
問

QA

小 杉 悦 子
日本共産党議員団

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

検
査
・
診
療
体
制
は

検
査
医
療
機
関
拡
充

京
都
検
査
セ
ン
タ
ー
設
置

質
問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
は
、
第
３

波
と
い
わ
れ
、
感
染
確
認

が
過
去
最
多
を
更
新
し
、

京
都
府
北
部
も
各
地
で
増

え
て
い
る
。
そ
の
相
談
、

検
査
体
制
が
11
月
か
ら
変

更
に
な
り
、
か
か
り
つ
け

医
へ
の
電
話
相
談
に
よ
る

受
診
・
受
付
等
、
検
査
や

診
断
が
可
能
な
医
療
機
関

が
増
え
て
い
る
と
聞
く
が
、

公
表
さ
れ
て
い
な
い
た
め

市
民
に
は
分
か
り
に
く
い
。

①
本
市
の
検
査
体
制
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

②
検
査
体
制
・
診

療
の
課
題
を
問
う
。

答
弁

①
市
内

で
十
数
カ
所
「
診

療
・
検
査
医
療
機

関
」
に
指
定
さ
れ

て
い
る
。
12
月
中

に
府
北
部
に
１
カ

所
「
京
都
検
査
セ

ン
タ
ー
」
の
設
置

が
予
定
さ
れ
、
検
査
機
能

の
強
化
が
図
ら
れ
る
。②

「
き
ょ
う
と
コ
ロ
ナ
医
療

相
談
セ
ン
タ
ー
」
は
設
置

さ
れ
た
も
の
の
、
こ
の

「
診
療
・
検
査
医
療
機
関
」

が
公
表
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、
か
か
り
つ
け
医
の
な

い
市
民
が
受
診
先
に
迷
う

な
ど
、
対
応
が
迅
速
に
行

わ
れ
な
い
恐
れ
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
京
都
府
に
適
切

な
対
応
を
求
め
る
。
市
民

へ
の
周
知
は
、
的
確
な
情

報
発
信
に
努
め
る
。

A

聖
火
リ
レ
ー
の

観
覧
を
問
う

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

視
聴
を
検
討

QQAA

感染予防対策忘れずに

海と山に囲まれた
豊かな自然の舞鶴市

堤体の強度低下が
心配されるため池

13 まいづる市議会だよりNo.173

質 A

一般質問令和2年12月8日、9日、10日に本会議を開き、17人が一般質問を行いました。
質問・答弁の要旨は次のとおりです。



尾 関 善 之
創政クラブ議員団

京
都
舞
鶴
港
の

ク
ル
ー
ズ
振
興
は
い
か
に

感
染
症
対
策
の

準
備
を
進
め
る

質
問　

令
和
３
年
５
月

に
京
都
舞
鶴
港
へ
ク
ル
ー

ズ
船
「
に
っ
ぽ
ん
丸
」
が

寄
港
予
定
と
聞
く
が
、
コ

ロ
ナ
禍
で
の
新
た
な
受
け

入
れ
に
つ
い
て
は
、
万
全

な
体
制
の
構
築
が
必
要
と

考
え
る
。
ク
ル
ー
ズ
船
受

け
入
れ
の
た
め
の
感
染
症

対
策
に
つ
い
て
問
う
。

答
弁

京
都
府
港
湾
局

に
よ
る
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル

等
で
の
感
染
症
対
策
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
作
成
と
併
せ

て
、
港
湾
関
係
機
関
や
保

健
所
な
ど
で
構
成
す
る

「
ク
ル
ー
ズ
船
の
受
け
入

れ
に
係
る
協
議
会
」
の
設

置
に
向
け
、
京
都
府
と
と

も
に
準
備
を
進
め
て
い
る
。

質
問　

伊
佐
津
川
右
岸

側(

下
安
久)

堤
防
の
か

さ
上
げ
に
つ
い
て
、
大
和

橋
の
橋
梁
に
近
い
高
さ
に

整
備
さ
れ
た
が
、
ど
の
よ

う
な
降
雨
を
対
象
と
さ
れ

た
の
か
を
問
う
。

答
弁

右
岸
側
に
お
い

て
は
、
既
設
護
岸
を
コ
ン

ク
リ
ー
ト
で
か
さ
上
げ
す

る
工
事
が
実
施
さ
れ
て
お

り
、
今
年
度
中
に
完
了
の

予
定
。
こ
の
か
さ
上
げ
高

は
、
伊
佐
津
川
水
系
河
川

整
備
計
画
の
目
標
値
で
あ

る
昭
和
28
年
の
13
号
台
風

の
降
雨
に
耐
え
る
流
下
能

力
を
確
保
す
る
も
の
で
あ

る
。

一
般
質
問

一
般
質
問

QA

眞 下 隆 史
新政クラブ議員団

ク
レ
イ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
の

復
旧
見
通
し
は

現
在
の
と
こ
ろ
通
行
止
め

解
除
の
時
期
は
未
定

質
問　

本
定
例
会
の
補

正
予
算
に
は
ク
レ
イ
ン
ブ

リ
ッ
ジ
補
修
工
事
の
方
針

決
定
お
よ
び
設
計
と
の
明

記
が
あ
る
。
地
元
で
は
一

日
も
早
い
通
行
を
望
ま
れ

て
い
る
が
、
今
後
の
復
旧

方
法
の
検
討
期
間
と
、
通

行
止
め
解
除
の
時
期
に
つ

い
て
問
う
。

答
弁

復
旧
に
向
け
、

舞
鶴
ク
レ
イ
ン
ブ
リ
ッ
ジ

専
門
家
会
議
を
設
置
し
て

お
り
、
専
門
家
の
意
見
を

踏
ま
え
、
年
度
内
に
市
と

し
て
の
復
旧
方
法
を
決
定

す
る
。
そ
の
後
に
設
計
、

工
事
発
注
と
な
る
た
め
、

現
在
の
と
こ
ろ
、
通
行
止

め
解
除
の
時
期
は
未
定
で

あ
る
が
、
早
期
復
旧
に
向

け
て
取
り
組
む
。

質
問　

国
や
府
か
ら
の

補
助
が
な
く
、
一
般
財
源

で
の
対
応
が
必
要
な
市
道

除
草
作
業
だ
が
、
こ
の
事

業
は
、
道
路
維
持
の
観
点

か
ら
重
要
な
事
業
。
ま
た
、

市
民
ニ
ー
ズ
の
高
い
事
業

で
あ
る
た
め
、
事
業
優
先

度
を
上
げ
て
予
算
を
し
っ

か
り
確
保
し
て
ほ
し
い
が

市
の
見
解
を
問
う
。

答
弁

建
設
部
に
お
い

て
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
、

重
要
度
や
緊
急
性
を
し
っ

か
り
と
見
極
め
、
事
業
を

実
施
し
、
予
算
を
有
効
に

執
行
し
て
い
く
。

一
般
質
問

A

早期復旧を願う「クレインブリッジ」

伊佐津川堤防整備

除
草
作
業
優
先
度
を

上
げ
て

予
算
内
で

創
意
工
夫
し
対
応

QQAA

堤
防
か
さ
上
げ
の

設
定
を
問
う

過
去
台
風
禍
の

流
下
能
力
確
保

QQAA

手話通訳者・要約筆記者を配置できます

本会議や委員会等はどなたでも

傍聴することができます。

本会議や委員会等はどなたでも

傍聴することができます。

本会議や委員会等はどなたでも

傍聴することができます。

聴覚等に障害のある方が本会議等を傍聴する場合は、事前
予約により、手話通訳者・要約筆記者を配置します。
　ご希望の方は、傍聴予定日の７日前の午後５時までに「手話
通訳・要約筆記申込書」に必要事項を記入の上、窓口へ持参、ま
たはメール、FAX、郵送によりご提出ください。
なお、日程の都合などにより、手話通訳者・要約筆記者
が配置できない場合がありますのでご了承ください。

詳しくはホームページをご覧ください。

詳しいお問い合わせは市議会事務局へ　☎66-1060

議会を傍聴してみませんか議会を傍聴してみませんか
3月定例会予定3月定例会予定3月定例会予定3月定例会予定

※予定は変更することがあります。

※3月8日は、一般質問の通告者の人数により、代表質問の後、
　引き続き一般質問を行う場合があります。

請願受理締切
本会議（代表質問（、一般質問））
本会議（一般質問）
本会議（一般質問、議案質疑）
予算決算委員会分科会・常任委員会
予算決算委員会分科会・常任委員会
予算決算委員会分科会・常任委員会
予算決算委員会分科会・常任委員会
予算決算委員会
本会議（閉会）

3 月
3日（水）
8日（月）
9日（火）
10日（水）
12日（金）
15日（月）
16日（火）
17日（水）
22日（月）
26日（金）

本会議（開会）
2 月
24日（水）

14令和3年1月31日 14令和3年1月31日

一般質問

質
問

正
予
算

リ
ッ
ジ

決
定
お

記
が
あ

日
も
早

て
い
る

方
法
の

行
止
め

い
て
問

答
弁

舞
鶴
ク

専
門
家

お
り
、

踏
ま
え

し
て
の

す
る
。

般般
一
般
質A
一

14令和3年1月31日

一般質問
手話通訳・要約筆記者の配置、３月定例会の予定

令和2年12月8日、9日、10日に本会議を開き、17人が一般質問を行いました。質問・答弁の要旨は次のとおりです。



12
月
定
例
会
で
は
、
請

願
４
件
の
う
ち
１
件
を
採

択
し
ま
し
た
。
採
択
し
た

請
願
の
要
旨
は
次
の
と
お

り
で
す
。

高
浜
発
電
所
１
・
２
号

機
の
再
稼
働
に
関
す
る

請
願

　

デ
ジ
タ
ル
化
が
進
む
現

代
社
会
に
お
い
て
、
電
気

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
光
と
熱

と
情
報
を
供
給
す
る
最
も

重
要
な
イ
ン
フ
ラ
で
あ
り
、

私
た
ち
に
と
っ
て
ま
さ
に

「
産
業
の
大
動
脈
」
に
な

る
も
の
で
あ
る
。
昨
今
の

自
然
災
害
に
よ
る
大
規
模

停
電
は
、
私
た
ち
に
甚
大

な
被
害
を
も
た
ら
し
、
経

済
的
に
も
民
生
の
安
定
や

生
命
を
守
る
上
か
ら
も
、

良
質
な
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
安
定
供
給
の
重
要
性
を

改
め
て
実
感
さ
せ
ら
れ
て

い
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

は
、「
安
全
確
保
」
を
大
前

提
に
「
安
定
供
給
」「
経
済

性
」「
環
境
保
全
」
を
考
え

た
多
様
な
電
源
構
成
（
ベ

ス
ト
・
ミ
ッ
ク
ス
）
に
よ

る
、
現
実
的
で
合
理
性
の

あ
る
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
つ
い
て
は
、
新
規
制

基
準
適
合
に
よ
っ
て
安
全

性
が
確
認
さ
れ
た
高
浜
発

電
所
１
・
２
号
機
の
再
稼

働
を
容
認
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、
舞
鶴
市
議
会
の

意
思
を
表
明
し
て
い
た
だ

く
よ
う
、
地
方
自
治
法
第

１
２
４
条
に
よ
り
請
願
す

る
。

１　

新
規
制
基
準
適
合
に

よ
っ
て
安
全
性
が
確
認

さ
れ
た
高
浜
発
電
所

１
・
２
号
機
の
再
稼
働

を
容
認
す
る
よ
う
求
め

る
。

２　

再
稼
働
後
の
安
全
性

の
確
保
に
つ
い
て
は
、

国
の
責
任
と
権
限
に
お

い
て
、
事
業
者
と
一
体

と
な
っ
て
万
全
を
期
す

る
よ
う
求
め
る
。

３　

万
一
の
際
の
住
民
避

難
に
つ
い
て
は
、
国
の

責
任
と
権
限
に
お
い
て
、

地
元
自
治
体
の
意
向
を

十
分
に
踏
ま
え
た
上
で
、

関
係
自
治
体
と
の
連
携

の
下
に
、
避
難
イ
ン
フ

ラ
の
整
備
を
は
じ
め
関

係
住
民
の
安
心
に
つ
な

が
る
万
全
の
体
制
を
構

築
す
る
よ
う
求
め
る
。

請　

願

市議会基本条例と実行計画の検証

　舞鶴市議会基本条例と、条例に基づく議会活動を適切
かつ確実に実行するために、議員の任期を単位として策
定している実行計画について、その整合性や活動量の検
証を行いました。
　検証の結果、現時点で、議会基本条例や実行計画の見
直しは不要と判断しましたが、個別の取り組みに関する
課題等については、今後、順次検討していきます。

今後さらに「市民に開かれた議会」「議会機能
の充実」「効率的・効果的な議会運営」という
3つの基本目標の実現に向けて、鋭意取り組ん
でいきます。

　平成30年10月に議会基本条例を制定し、議会活性化の取
り組みを積極的に推進してきました。その中で、議会の取り
組み実績を踏まえ、実行計画の実績を評価検証するとともに、
基本条例の目的や方向性と照らし合わせることで、議会の
「見える化」およびその責任と役割を明確化するものです。
◆ 検証内容
●実行計画の取組実績と基本条例を確認し、整合性や活動
量を検証

●会派で検証作業を実施し、その結果を議会活性化特別委
員会で集約

●結果は点数や等級ではなく評価点と反省点のコメントで
整理

◆ 検証結果
 ☞ 整合性に問題なし
 ☞ 取り組みの多様性や活動量の部分で充実させる余地あり

【検証の趣旨】

【基本条例に掲げる３つの基本目標に沿った評価】
 （主な内容を抜粋）
基本目標 区分 主な内容

市民に開か
れた議会

評価点

公式Facebookの開設（7月）も含めた
クロスメディアによる情報発信の展開
→Facebookのﾌｫﾛﾜｰ数：214［11月1日現在］
→YouTubeのﾁｬﾝﾈﾙ登録者数130％増［48→111］
→映像配信視聴者数2.5倍［9月定例会比較］

反省点 議会学習会の開催実績が小学生のみ

議会機能の
充実

評価点

新型コロナウイルス感染症に関する
市民意見を踏まえた緊急要望の実施
→ホームページを通じた意見募集［4月］
→国に対する意見書の提出［計4回］
→京都府と舞鶴市へ緊急要望［5月］

反省点 通年議会の検討など一部が未実施

効率的・効
果的な議会
運営

評価点

防災訓練を踏まえた
新たな対応マニュアルの策定
→地震を想定した防災訓練の実施［9月］　
→地震発生時の対応マニュアルの策定［10月］
→オンライン会議等ＩＣＴ化に向けた検討

反省点 議員の定数及び報酬の検討（次年度予定）

詳しくはホームページをご覧ください。

※予定は変更することがあります。

令和３年

（予定）

市民と議会の
わがまちトーク
　「市民と議会のわがまちトーク」は、市民参加者
と議員がワークショップ形式で意見交換を行うも
のです。議員がファシリテーターとなって、各グ
ループのテーマに関連する課題抽出や解決策の取
りまとめを行います。
　令和３年の開催予定は次のとおりです。

【日時】　令和３年４月24日（土）・25日（日）
※それぞれ午前と午後に設定して計４回開催

【場所】　中総合会館　４階　ホール
※公募による参加者募集は市議会HPなどでお知らせします

15 まいづる市議会だよりNo.173

市議会基本条例と実行計画の検証市議会基本条例と実行計画の検証市議会基本条例と実行計画の検証

市議会基本条例と実行計画の検証
令和３年わがまちトークの予定、請願



　
「
ま
い
づ
る
市
議
会

だ
よ
り
」
を
、
ご
愛
読

い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
依
然
と
し
て
猛
威
を

振
る
う
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す

る
感
染
拡
大
防
止
に
努
め
て
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
さ
ま
ざ
ま
な
規
制
や
要
請
を
お
願
い
す
る

中
に
お
い
て
、
舞
鶴
市
議
会
で
は
京
都
府
北
部

の
市
議
会
で
は
い
ち
早
く
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
特
別
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、

対
策
と
そ
の
収
束
に
向
け
、
鋭
意
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
議
会
だ
よ
り
は
、
今
月
号
か
ら
新
た
な
メ

ン
バ
ー
に
よ
る
発
行
と
な
り
ま
す
。
広
く
市
民

に
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
、
議
会
活
動
を
中

心
と
し
た
内
容
を
お
届
け
す
る
ほ
か
、
市
民
の

皆
さ
ま
に
少
し
で
も
市
議
会
に
対
す
る
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
き
、
ま
た
、
興
味
を
も
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
舞
鶴
市
議
会
の
活
動
の
状
況
を

し
っ
か
り
届
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ど
う
か
今
後
と
も
「
ま
い
づ
る
市
議
会
だ
よ

り
」
を
、
引
き
続
き
ご
愛
読
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
部
会
長
今
西
克
己
）

編編
集集
後後
記記
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12
月
定
例
会
で
議
員
発

議
し
可
決
し
た
決
議
お
よ

び
意
見
書
の
要
旨
は
次
の

と
お
り
で
す
。

▽
高
浜
発
電
所
１
・
２
号

機
の
再
稼
働
に
関
す
る
決

議
（
抜
粋
）

　

日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
に
つ
い
て
は
、
脱
炭
素

社
会
を
目
指
す
上
で
、
安

全
性
を
最
優
先
に
原
子
力

発
電
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安

定
性
に
寄
与
す
る
重
要
な

ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源
で
あ

る
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

そ
の
上
で
世
界
規
模
の
地

球
温
暖
化
問
題
や
経
済
お

よ
び
産
業
の
持
続
的
な
発

展
を
維
持
す
る
た
め
に

は
、
安
全
を
大
前
提
に
原

子
力
規
制
委
員
会
の
新
規

制
基
準
に
適
合
し
た
原
子

力
発
電
が
一
定
期
間
、
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
運
転
開
始
か
ら
40
年

を
経
過
し
た
原
子
力
発
電

に
お
い
て
も
延
長
運
転
が

認
め
ら
れ
る
中
、
高
浜
発

電
所
１
・
２
号
機
は
、
そ

の
安
全
性
対
策
工
事
が
進

め
ら
れ
、
資
源
エ
ネ
ル

ギ
ー
庁
か
ら
本
市
に
対

し
、
再
稼
働
に
係
る
理
解

を
求
め
る
要
請
が
あ
っ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。
本
市
は

高
浜
発
電
所
の
Ｐ
Ａ
Ｚ
圏

内
に
住
民
が
居
住
し
、
全

市
が
Ｕ
Ｐ
Ｚ
圏
内
に
入

り
、
住
民
生
活
、
地
域
経

済
等
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
高

浜
発
電
所
と
深
く
関
わ
り

を
持
つ
自
治
体
で
あ
り
、

高
浜
発
電
所
１
・
２
号
機

の
再
稼
動
に
つ
い
て
は
地

元
雇
用
、
地
域
経
済
、
住

民
の
生
活
に
お
い
て
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
、
地
域

の
将
来
を
左
右
す
る
契
機

と
な
る
も
の
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
地
域
事
情
を
踏

ま
え
、
立
地
自
治
体
と
同

様
の
取
り
扱
い
や
避
難
路

の
環
境
整
備
、
資
機
材
の

確
保
、
イ
ン
フ
ラ
整
備

等
、
原
子
力
防
災
の
充
実

強
化
、
住
民
へ
の
丁
寧
な

説
明
と
住
民
の
安
全
を
国

が
責
任
を
持
っ
て
確
保
す

る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、

新
規
制
基
準
に
適
合
し
、

国
の
責
任
に
お
い
て
安
全

性
が
確
認
さ
れ
た
高
浜
発

電
所
１
・
２
号
機
の
再
稼

働
を
容
認
す
る
。

▽
関
西
電
力
㈱
高
浜
発
電

所
１
・
２
号
機
の
再
稼
働

に
係
る
意
見
書
（
抜
粋
）

１　

運
転
開
始
か
ら
40
年

を
超
え
る
原
子
力
発
電

の
安
全
対
策

　

原
子
力
発
電
の
安
全
性

確
保
に
つ
い
て
は
、
い
か

な
る
事
情
よ
り
最
優
先
の

対
策
と
し
て
、
国
が
主

導
、
責
任
を
も
っ
て
実
施

し
、
役
割
を
果
た
す
こ

と
。
自
然
災
害
の
み
な
ら

ず
、
想
定
を
超
え
る
あ
ら

ゆ
る
有
事
に
対
し
、
国
の

責
任
に
お
い
て
原
子
力
発

電
の
安
全
性
の
確
保
を
行

う
こ
と
。

２　

高
浜
発
電
所
に
係
る

立
地
自
治
体
と
同
様
の

取
り
扱
い

　

原
子
力
災
害
時
は
行
政

区
域
に
関
係
な
く
緊
急
事

態
が
発
生
し
、
住
民
を
守

る
自
治
体
と
し
て
の
緊
急

対
応
が
必
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、Ｐ
Ａ
Ｚ
圏
内
を
有

す
る
自
治
体
に
お
い
て

は
、
原
子
力
発
電
所
に
係

る
再
稼
働
の
同
意
、
情
報

提
供
、
財
政
支
援
等
に
つ

い
て
立
地
自
治
体
と
同
様

の
取
り
扱
い
と
す
る
こ

と
。

３　

緊
急
事
態
時
の
広
域

避
難
の
環
境
整
備

　

避
難
手
段
の
確
保
の
ほ

か
他
機
関
と
の
調
整
等
、

国
が
主
導
し
、
地
域
の
実

情
に
応
じ
た
体
制
整
備
を

図
る
と
と
も
に
、
広
報
資

機
材
、
車
両
、
防
護
服
等

の
充
実
、
積
雪
時
の
対

応
、
防
護
施
設
や
一
時
避

難
場
所
の
整
備
等
も
行
う

こ
と
。

４　

緊
急
事
態
時
の
避
難

道
路
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

　

原
子
力
災
害
時
の
住
民

避
難
お
よ
び
福
井
県
か
ら

の
車
両
流
入
を
考
慮
し
、

舞
鶴
若
狭
自
動
車
道
の
早

期
４
車
線
化
や
西
舞
鶴
道

路
、
青
葉
ト
ン
ネ
ル
等
、

避
難
道
路
の
整
備
に
係
る

財
政
措
置
を
行
う
こ
と
。

５　

緊
急
時
を
予
測
し
た

対
応
を
行
う
自
治
体
へ

の
財
政
等
支
援

　

各
自
治
体
に
お
い
て
は

緊
急
事
態
時
を
予
測
し
た

資
機
材
の
準
備
や
施
設
・

イ
ン
フ
ラ
整
備
を
実
施
し

て
お
り
、
こ
れ
ら
の
財
政

負
担
を
考
慮
し
て
、
地
域

に
応
じ
た
特
別
な
財
政
措

置
を
講
ず
る
こ
と
。

決
議
・
意
見
書

16令和3年1月31日

議びと▽機議策社全

16令和3年1月31日

決議・意見書、編集後記


